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針葉樹を用いた家具の提案
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針葉樹を有効に活用することで、森林の回復に貢献できる
よう 、 2007 年より針葉樹を用いた家具や空間表現を提案して
きた。 家具では、針葉樹の強度不足による欠点を構造で補
うデザインで克服し、新たなデザイン提案ができた。 空間表
現では、 針葉樹の持つしなやかさを生かし、板を湾曲させて
ダイナミックな造7[~表現で効果を得た。また昨年では、針葉
樹の通直な木理を活かして、その木目を枝振りと見立てたツ
リー形のプロダクトを提案した。
そして今回の提案は、 2008 年に発表した WAFFLE
STOOL の展開である。
WAFFLE STOOLでは、部材を裕子組にし、 四角い座面
で構成されていた。 そのため外観は、比較的スタンダードな
イメージのスツールになり、表情の差をつけるために、 座面
のノTターンに変化を与えた。
そして、そのコンセプトは同じにして、 更なる形の展開を求
めた。 底面を正三角形に組み、 表情の全く新しいスツールを
提案する。 座面が三角形なので、 TriStoo l と名付けた。
Tri Stoo l の構造の基本は、 WAFFLE STOOi ，と同じで、
ヒノキの板材に互いに切り欠けを入れて、相欠け接ぎによっ
て座面を組み上げる。 WAFFLE STOOLでは、部材どうしを
直角に組むが、 TriStoo l では、音r1材どうしを 60。 の角度で組
み上げる。 それぞれの部材が、 三角形に組まれることによっ
て、 より強固な構造になり 、 スツールとしての剛性が更に増した。
！肉l は、 WAFFLE STOOL と同 じ く 、 端部に十字状の切り
欠きを入れ、座面と角継し結合する。 ただし Tri Stoo l の場合、
組子の形状に合わせ、／jtJJの断面が菱ii となる。 この点も結果、
WAFFLE STOOL と大きく表情を異にする要因となる。 また、
三本l仰になるため、床面の凹凸を拾うことなく、安定した座
り心地剖是｛具できた。
部材の寸法も、 WAFFLE STOOL よ り断面をひとまわり大
きくし、 構造の向上に努めた。
座面の組子のパターンに変化を付けることは困ijjlJ なため、
色の付いた樹極の部材を聞に挟むことで、 座間のヴ7 l）エー
ションを付けた。 その際、過度にならないように一間lのスツー
につき l ～ 2 木に留めた。
また、座面が正三角形であるため、様々な組み合わせ方
がロJ能となる。 ~結することによって、無限に！坐面を伸ばす
こともでき、スツールからベンチへと展開できる。 さらに六
脚組み合わせることで、六角形のテーブルが完成するなど、
TriStoo l が多数あれば、使用する空間に応じて、様々な11i状
の組み合わせが可能となる。
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また、ひとまわり小さい TriStool mini をちょうど TriStoo l
の座面の下に納まる寸法に設計した。このことよって TriStool 
との組み合わせで、さらに様々な使用シーンが、生まれるで
あろう。
今回提案した TriStoo l は、 スツールとしてデザインしたが、
座面の形状によって様々な機能が生まれ、 用途の拡張が得
られた。このことによって、パーソナルなスペースだけでなく 、
パブリックなスペースにも展開できるであろう。 そしてこの提
案によって、ますます針葉樹の需要が高まり、需要と供給の
循環が復活し、林業の活性化、森林の回復へと繋がり、森
の明るいミライが訪れることを願う。
TriStool 
ヒノキ
W380ﾗ0335ﾗH400mrn 
TriStool mini 
ヒノキ
1ヘnoo × D260 × H350mm
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